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(57)【要約】
【構成】携帯電話機１０はタッチパネル制御ＩＣ３０を
含む。タッチパネル制御ＩＣ３０は受信したアクティブ
指示信号またはスタンバイ指示信号に基づいて電力ＩＣ
１４から供給される電力を制御して、タッチパネル入力
装置３２をアクティブ状態またはスタンバイ状態とする
。プロセッサ１２は判断した携帯電話機１０の状態に応
じてタッチパネルＩＣ３０にアクティブ指示信号または
スタンバイ指示信号を発信する。
【効果】携帯電話機１０の状態に応じてタッチパネル入
力装置をアクティブ状態からスタンバイ状態に切り替え
るため、電源の電力の消耗を抑制することができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示装置、
　前記表示装置の上面に配置されたタッチパネル、
　電池から所定の電圧の電力を供給する電源手段、
　条件を判断することによって、前記タッチパネルをアクティブ状態とするアクティブ信
号またはスタンバイ状態とするスタンバイ信号を出力する制御手段、および
　前記アクティブ信号または前記スタンバイ信号に基づき、前記電源手段から供給される
電力を制御して、前記タッチパネルをアクティブ状態またはスタンバイ状態とするタッチ
パネル制御手段を備え、
　前記制御手段は、
　　通話中であって通話以外の機能動作が行われる可能性がない場合に条件１と判断し、
　　通話中であって通話以外の機能動作が行われる可能性がある場合に条件２と判断し、
　　条件１と判断した場合には前記スタンバイ信号を出力し、条件２と判断した場合には
アクティブ信号を出力する、携帯通信端末。
【請求項２】
　前記制御手段は、
　　通話中でなく起動中のアプリケーションがタッチ入力に対応している場合に条件３と
判断し、
　　通話中でなく起動中のアプリケーションがタッチ入力に対応していない場合に条件４
と判断し、
　　条件３と判断した場合には前記アクティブ信号を出力し、条件４と判断した場合には
前記スタンバイ信号を出力する、請求項１記載の携帯通信端末。
【請求項３】
　表示装置、
　前記表示装置の上面に配置されたタッチパネル、
　前記表示装置の傾きを検出する加速度センサ、
　電源から所定の電圧の電力を供給する電源手段、
　条件を判断することによって、前記タッチパネルおよび前記加速度センサをアクティブ
状態とするアクティブ信号またはスタンバイ状態とするスタンバイ信号を出力する制御手
段、
　前記アクティブ信号または前記スタンバイ信号に基づき、前記電源手段から供給される
電力を制御して、前記タッチパネルをアクティブ状態またはスタンバイ状態とするタッチ
パネル制御手段、および
　前記アクティブ信号または前記スタンバイ信号に基づき、前記電源手段から供給される
電力を制御して、前記加速度センサをアクティブ状態またはスタンバイ状態とする加速度
センサ制御手段を備え、
　前記制御手段は、
　　通話中であって通話以外の機能動作が行われる可能性がない場合に条件５と判断し、
　　通話中であって通話以外の機能動作が行われる可能性がある場合に条件６と判断し、
　　条件５と判断した場合には、前記タッチパネル制御手段および前記加速度センサ制御
手段に前記スタンバイ信号を出力し、
　　条件６と判断した場合には、前記タッチパネル制御手段に前記アクティブ信号を出力
し前記加速度センサ制御手段に前記スタンバイ信号を出力する、携帯通信端末。
【請求項４】
　前記制御手段は、
　　通話中でなく起動中のアプリケーションがタッチ入力および回転表示に対応している
場合に条件７と判断し、
　　通話中でなく起動中のアプリケーションがタッチ入力に対応し回転表示に対応してい
ない場合に条件８と判断し、
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　　通話中でなく起動中のアプリケーションがタッチ入力に対応せず回転表示に対応して
いる場合に条件９と判断し、
　　通話中でなく起動中のアプリケーションがタッチ入力および回転表示に対応していな
い場合に条件１０と判断し、
　　条件１０と判断した場合には、前記タッチパネル制御手段および前記加速度センサ制
御手段に前記スタンバイ信号を出力し、
　　条件８と判断した場合には、前記タッチパネル制御手段に前記アクティブ信号を出力
し前記加速度センサ制御手段に前記スタンバイ信号を出力し、
　　条件７と判断した場合には、前記タッチパネル制御手段および前記加速度センサ制御
手段に前記アクティブ信号を出力し、
　　条件９と判断した場合には、前記タッチパネル制御手段に前記スタンバイ信号を出力
し前記加速度センサ制御手段に前記アクティブ信号を出力する、請求項３記載の携帯通信
端末。
【請求項５】
　表示装置、
　前記表示装置の上面に配置されたタッチパネル、
　前記表示装置の傾きを検出する加速度センサ、
　前記表示装置の明るさの調整のために外部の光量を検出するフォトセンサ、
　電源から所定の電圧の電力を供給する電源手段、
　条件を判断することによって、前記タッチパネルおよび前記加速度センサをアクティブ
状態とするアクティブ信号またはスタンバイ状態とするスタンバイ信号を出力するととも
に、前記フォトセンサへの前記電源手段からの電力の供給と遮断とを切り替える制御手段
、
　前記アクティブ信号または前記スタンバイ信号に基づき、前記電源手段から供給される
電力を制御して、前記タッチパネルをアクティブ状態またはスタンバイ状態とするタッチ
パネル制御手段、および
　前記アクティブ信号または前記スタンバイ信号に基づき、前記電源手段から供給される
電力を制御して、前記加速度センサをアクティブ状態またはスタンバイ状態とする加速度
センサ制御手段を備え、
　前記制御手段は、
　　通話中であって通話以外の機能動作が行われる可能性がない場合に条件１１と判断し
、
　　通話中であって通話以外の機能動作が行われる可能性があり機能動作が行われている
場合に条件１２と判断し、
　　通話中であって通話以外の機能動作が行われる可能性があり機能動作が行われていな
い場合に条件１３と判断し、
　　条件１１と判断した場合には、前記タッチパネル制御手段および前記加速度センサ制
御手段に前記スタンバイ信号を出力し前記フォトセンサへの電力を遮断し、
　　条件１２と判断した場合には、前記タッチパネル制御手段に前記アクティブ信号を出
力し前記加速度センサ制御手段に前記スタンバイ信号を出力し前記フォトセンサへの電力
を供給し、
　　条件１３と判断した場合には、前記タッチパネル制御手段に前記アクティブ信号を出
力し前記加速度センサ制御手段に前記スタンバイ信号を出力し前記フォトセンサへの電力
を遮断する、携帯通信端末。
【請求項６】
　前記制御手段は、
　　通話中でなく起動中のアプリケーションがタッチ入力および回転表示に対応している
場合に条件１４と判断し、
　　通話中でなく起動中のアプリケーションがタッチ入力に対応し回転表示に対応してい
ない場合に条件１５と判断し、
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　　通話中でなく起動中のアプリケーションがタッチ入力に対応せず回転表示に対応して
いる場合に条件１６と判断し、
　　通話中でなく起動中のアプリケーションがタッチ入力および回転表示に対応していな
い場合に条件１７と判断し、
　　条件１４と判断した場合には、前記タッチパネル制御手段および前記加速度センサ制
御手段に前記アクティブ信号を出力し前記フォトセンサへの電力を供給し、
　　条件１５と判断した場合には、前記タッチパネル制御手段に前記アクティブ信号を出
力し前記加速度センサ制御手段に前記スタンバイ信号を出力し前記フォトセンサへの電力
を供給し、
　　条件１６と判断した場合には、前記タッチパネル制御手段に前記スタンバイ信号を出
力し前記加速度センサ制御手段に前記アクティブ信号を出力し前記フォトセンサへの電力
を供給し、
　　条件１７と判断した場合には、前記タッチパネル制御手段および前記加速度センサ制
御手段に前記スタンバイ信号を出力し前記フォトセンサへの電力を供給する、請求項５記
載の携帯通信端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、携帯通信端末に関し、特にたとえばタッチパネル、加速度センサ、フォト
センサなどの外部センサを備えた携帯通信端末に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の装置の一例が、特許文献１に開示されている。この背景技術によれば、折り畳
み型携帯電話機は、使用者が指やタッチペンなどによってタップして感覚的に入力操作を
行うためのタッチパネル、および、互いに折りたたまれる第１の筐体と第２の筐体との上
下関係を検出するための方向センサを外部センサとして備えている。また、特許文献１に
は明記されていないが、一般に普及している携帯電話機には、液晶表示装置のバックライ
トの明るさを調整するために外部の光量を検出するフォトセンサなども備えている。
【特許文献１】特開２００６－２７９７６９号公報［H04M 1/02, G09F 9/00］
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、特許文献１の背景技術をはじめとする今日の携帯電話機では、複数の外部セン
サを備えているために、当該外部センサの動作を確保するためにより多くの電力が必要と
なり、限られた電池の電力の消耗が早まるという問題がある。
【０００４】
　それゆえに、この発明の主たる目的は、新規な、携帯通信端末を提供することである。
【０００５】
　この発明の他の目的は、外部センサについて節電を行うことにより電池の電力の消費を
抑えることができる、携帯通信端末を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明は、上記の課題を解決するために、以下の構成を採用した。なお、括弧内の参
照番号および補足説明などは、この発明の理解を助けるために記述する実施形態との対応
関係を示したものであって、この発明をなんら限定するものではない。
【０００７】
　第１の発明は、表示装置、表示装置の上面に配置されたタッチパネル、電池から所定の
電圧の電力を供給する電源手段、条件を判断することによって、タッチパネルをアクティ
ブ状態とするアクティブ信号またはスタンバイ状態とするスタンバイ信号を出力する制御
手段、およびアクティブ信号またはスタンバイ信号に基づき、電源手段から供給される電
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力を制御して、タッチパネルをアクティブ状態またはスタンバイ状態とするタッチパネル
制御手段を備え、制御手段は、通話中であって通話以外の機能動作が行われる可能性がな
い場合に条件１と判断し、通話中であって通話以外の機能動作が行われる可能性がある場
合に条件２と判断し、条件１と判断した場合には前記スタンバイ信号を出力し、条件２と
判断した場合にはアクティブ信号を出力する、携帯通信端末である。
【０００８】
　第１の発明では、制御手段（１２）は、通話中であって通話以外の機能動作が行われる
可能性がない場合に条件１と判断し、この場合タッチパネル制御手段（３０）にスタンバ
イ信号を出力する。また、通話中であって通話以外の機能動作が行われる可能性がある場
合に条件２と判断し、この場合タッチパネル制御手段にアクティブ信号を出力する。タッ
チパネル制御手段は、制御手段からアクティブ信号を受信すると電源手段（１４）から供
給される電力を制御してタッチパネル（３２）をアクティブ状態とし、スタンバイ信号を
受信すると電源手段（１４）から供給される電力を制御してタッチパネルをスタンバイ状
態とする。
【０００９】
　第１の発明によれば、携帯通信端末の状態を判断し、判断した各状態においてタッチパ
ネルの動作が必要であればタッチパネルをアクティブ状態にし、動作が必要なければタッ
チパネルをスタンバイ状態にするので、電力の消費を抑えることができる。
【００１０】
　第２の発明は、第１の発明に従属する発明であって、制御手段は、通話中でなく起動中
のアプリケーションがタッチ入力に対応している場合に条件３と判断し、通話中でなく起
動中のアプリケーションがタッチ入力に対応していない場合に条件４と判断し、条件３と
判断した場合にはアクティブ信号を出力し、条件４と判断した場合にはスタンバイ信号を
出力する。
【００１１】
　第２の発明では、制御手段（１２）は、通話中でなく起動中のアプリケーションがタッ
チ入力に対応している場合に条件３と判断し、この場合タッチパネル制御手段（３０）に
アクティブ信号を出力する。また、通話中でなく起動中のアプリケーションがタッチ入力
に対応していない場合に条件４と判断し、この場合タッチパネル制御手段にスタンバイ信
号を出力する。
【００１２】
　第２の発明によれば、携帯通信端末の状態を判断し、判断した各状態においてタッチパ
ネルの動作が必要であればタッチパネルをアクティブ状態にし、動作が必要なければタッ
チパネルをスタンバイ状態にするので、電力の消費を抑えることができる。
【００１３】
　第３の発明は、表示装置、表示装置の上面に配置されたタッチパネル、表示装置の傾き
を検出する加速度センサ、電源から所定の電圧の電力を供給する電源手段、条件を判断す
ることによって、タッチパネルおよび加速度センサをアクティブ状態とするアクティブ信
号またはスタンバイ状態とするスタンバイ信号を出力する制御手段、アクティブ信号また
はスタンバイ信号に基づき、電源手段から供給される電力を制御して、タッチパネルをア
クティブ状態またはスタンバイ状態とするタッチパネル制御手段、およびアクティブ信号
またはスタンバイ信号に基づき、電源手段から供給される電力を制御して、加速度センサ
をアクティブ状態またはスタンバイ状態とする加速度センサ制御手段を備え、制御手段は
、通話中であって通話以外の機能動作が行われる可能性がない場合に条件５と判断し、通
話中であって通話以外の機能動作が行われる可能性がある場合に条件６と判断し、条件５
と判断した場合には、タッチパネル制御手段および加速度センサ制御手段にスタンバイ信
号を出力し、条件６と判断した場合には、タッチパネル制御手段にアクティブ信号を出力
し加速度センサ制御手段にスタンバイ信号を出力する携帯通信端末である。
【００１４】
　第３の発明では、制御手段（１２）は、通話中であって通話以外の機能動作が行われる
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可能性がない場合に条件５と判断し、この場合タッチパネル制御手段（３０）および加速
度センサ制御手段（３４）にスタンバイ信号を出力する。また、通話中であって通話以外
の機能動作が行われる可能性がある場合に条件６と判断し、この場合タッチパネル制御手
段にアクティブ信号を出力し加速度センサ制御手段にスタンバイ信号を出力する。そして
、タッチパネル制御手段は、制御手段からアクティブ信号を受信すると電源手段（１４）
から供給される電力を制御してタッチパネル（３２）をアクティブ状態とし、スタンバイ
信号を受信すると電源手段から供給される電力を制御してタッチパネルをスタンバイ状態
とする。また、加速度センサ制御手段は、制御手段からアクティブ信号を受信すると電源
手段から供給される電力を制御して加速度センサをアクティブ状態とし、スタンバイ信号
を受信すると電源手段から供給される電力を制御して加速度センサをスタンバイ状態とす
る。
【００１５】
　第３の発明によれば、携帯通信端末の状態を判断し、判断した各状態においてタッチパ
ネルおよび加速度センサの動作がそれぞれ必要であればタッチパネルおよび加速度センサ
をアクティブ状態にし、動作が必要なければタッチパネルおよび加速度センサをスタンバ
イ状態にするので、電力の消費を抑えることができる。
【００１６】
　第４の発明は、第３の発明に従属する発明であって、制御手段は、通話中でなく起動中
のアプリケーションがタッチ入力および回転表示に対応している場合に条件７と判断し、
通話中でなく起動中のアプリケーションがタッチ入力に対応し回転表示に対応していない
場合に条件８と判断し、通話中でなく起動中のアプリケーションがタッチ入力に対応せず
回転表示に対応している場合に条件９と判断し、通話中でなく起動中のアプリケーション
がタッチ入力および回転表示に対応していない場合に条件１０と判断し、条件１０と判断
した場合には、タッチパネル制御手段および加速度センサ制御手段にスタンバイ信号を出
力し、条件８と判断した場合には、タッチパネル制御手段にアクティブ信号を出力し加速
度センサ制御手段にスタンバイ信号を出力し、条件７と判断した場合には、タッチパネル
制御手段および加速度センサ制御手段にアクティブ信号を出力し、条件９と判断した場合
には、タッチパネル制御手段にスタンバイ信号を出力し加速度センサ制御手段にアクティ
ブ信号を出力する。
【００１７】
　第４の発明では、制御手段（１２）は、通話中でなく起動中のアプリケーションがタッ
チ入力および回転表示に対応している場合に条件７と判断し、この場合タッチパネル制御
手段（３０）および加速度センサ制御手段（３４）にアクティブ信号を出力する。さらに
、通話中でなく起動中のアプリケーションがタッチ入力に対応し回転表示に対応していな
い場合に条件８と判断し、この場合タッチパネル制御手段にアクティブ信号を出力し加速
度センサ制御手段にスタンバイ信号を出力する。また、通話中でなく起動中のアプリケー
ションがタッチ入力に対応せず回転表示に対応している場合に条件９と判断し、この場合
タッチパネル制御手段にスタンバイ信号を出力し加速度センサ制御手段にアクティブ信号
を出力する。さらに、通話中でなく起動中のアプリケーションがタッチ入力および回転表
示に対応していない場合に条件１０と判断し、この場合タッチパネル制御手段および加速
度センサ制御手段にスタンバイ信号を出力する。
【００１８】
　第４の発明によれば、携帯通信端末の状態を判断し、判断した各状態においてタッチパ
ネルおよび加速度センサの動作がそれぞれ必要であればタッチパネルおよび加速度センサ
をアクティブ状態にし、動作が必要なければタッチパネルおよび加速度センサをスタンバ
イ状態にするので、電力の消費を抑えることができる。
【００１９】
　第５の発明は、表示装置、表示装置の上面に配置されたタッチパネル、表示装置の傾き
を検出する加速度センサ、表示装置の明るさの調整のために外部の光量を検出するフォト
センサ、電源から所定の電圧の電力を供給する電源手段、条件を判断することによって、
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タッチパネルおよび加速度センサをアクティブ状態とするアクティブ信号またはスタンバ
イ状態とするスタンバイ信号を出力するとともに、フォトセンサへの電源手段からの電力
の供給と遮断とを切り替える制御手段、アクティブ信号またはスタンバイ信号に基づき、
電源手段から供給される電力を制御して、タッチパネルをアクティブ状態またはスタンバ
イ状態とするタッチパネル制御手段、およびアクティブ信号またはスタンバイ信号に基づ
き、電源手段から供給される電力を制御して、加速度センサをアクティブ状態またはスタ
ンバイ状態とする加速度センサ制御手段を備え、制御手段は、通話中であって通話以外の
機能動作が行われる可能性がない場合に条件１１と判断し、通話中であって通話以外の機
能動作が行われる可能性があり機能動作が行われている場合に条件１２と判断し、通話中
であって通話以外の機能動作が行われる可能性があり機能動作が行われていない場合に条
件１３と判断し、条件１１と判断した場合には、タッチパネル制御手段および加速度セン
サ制御手段にスタンバイ信号を出力しフォトセンサへの電力を遮断し、条件１２と判断し
た場合には、タッチパネル制御手段にアクティブ信号を出力し加速度センサ制御手段にス
タンバイ信号を出力しフォトセンサへの電力を供給し、条件１３と判断した場合には、タ
ッチパネル制御手段にアクティブ信号を出力し加速度センサ制御手段にスタンバイ信号を
出力しフォトセンサへの電力を遮断する、携帯通信端末である。
【００２０】
　第５の発明では、制御手段（１２）は、通話中であって通話以外の機能動作が行われる
可能性がない場合に条件１１と判断し、この場合タッチパネル制御手段（３０）および加
速度センサ制御手段（３４）にスタンバイ信号を出力しフォトセンサ（３８）への電力を
遮断する。また、通話中であって通話以外の機能動作が行われる可能性があり機能動作が
行われている場合に条件１２と判断し、この場合タッチパネル制御手段にアクティブ信号
を出力し加速度センサ制御手段にスタンバイ信号を出力しフォトセンサへの電力を供給す
る。そして、通話中であって通話以外の機能動作が行われる可能性があり機能動作が行わ
れていない場合に条件１３と判断し、この場合タッチパネル制御手段にアクティブ信号を
出力し加速度センサ制御手段にスタンバイ信号を出力しフォトセンサへの電力を遮断する
。そして、タッチパネル制御手段は、制御手段からアクティブ信号を受信すると電源手段
（１４）から供給される電力を制御してタッチパネル（３２）をアクティブ状態とし、ス
タンバイ信号を受信すると電源手段から供給される電力を制御してタッチパネルをスタン
バイ状態とする。また、加速度センサ制御手段は、制御手段からアクティブ信号を受信す
ると電源手段から供給される電力を制御して加速度センサ（３６）をアクティブ状態とし
、スタンバイ信号を受信すると電源手段から供給される電力を制御して加速度センサをス
タンバイ状態とする。
【００２１】
　第５の発明によれば、携帯通信端末の状態を判断し、判断した各状態においてタッチパ
ネル、加速度センサ、および、フォトセンサの動作がそれぞれ必要であればタッチパネル
および加速度センサをアクティブ状態にするとともにフォトセンサへの電力を供給し、動
作が必要なければタッチパネルおよび加速度センサをスタンバイ状態にするとともにフォ
トセンサへの電力を遮断するので、電力の消費を抑えることができる。
【００２２】
　第６の発明は、第５の発明に従属する発明であって、前記制御手段は、通話中でなく起
動中のアプリケーションがタッチ入力および回転表示に対応している場合に条件１４と判
断し、通話中でなく起動中のアプリケーションがタッチ入力に対応し回転表示に対応して
いない場合に条件１５と判断し、通話中でなく起動中のアプリケーションがタッチ入力に
対応せず回転表示に対応している場合に条件１６と判断し、通話中でなく起動中のアプリ
ケーションがタッチ入力および回転表示に対応していない場合に条件１７と判断し、条件
１４と判断した場合には、タッチパネル制御手段および加速度センサ制御手段にアクティ
ブ信号を出力しフォトセンサへの電力を供給し、条件１５と判断した場合には、タッチパ
ネル制御手段にアクティブ信号を出力し加速度センサ制御手段にスタンバイ信号を出力し
フォトセンサへの電力を供給し、条件１６と判断した場合には、タッチパネル制御手段に
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スタンバイ信号を出力し加速度センサ制御手段にアクティブ信号を出力しフォトセンサへ
の電力を供給し、条件１７と判断した場合には、タッチパネル制御手段および加速度セン
サ制御手段にスタンバイ信号を出力しフォトセンサへの電力を供給する。
【００２３】
　第６の発明では、制御手段（１２）は、通話中でなく起動中のアプリケーションがタッ
チ入力および回転表示に対応している場合に条件１４と判断し、この場合タッチパネル制
御手段（３０）および加速度センサ制御手段（３４）にアクティブ信号を出力しフォトセ
ンサ（３８）への電力を供給する。また、通話中でなく起動中のアプリケーションがタッ
チ入力に対応し回転表示に対応していない場合に条件１５と判断し、この場合タッチパネ
ル制御手段にアクティブ信号を出力し加速度センサ制御手段にスタンバイ信号を出力しフ
ォトセンサへの電力を供給する。さらに、通話中でなく起動中のアプリケーションがタッ
チ入力に対応せず回転表示に対応している場合に条件１６と判断し、この場合タッチパネ
ル制御手段にスタンバイ信号を出力し加速度センサ制御手段にアクティブ信号を出力しフ
ォトセンサへの電力を供給する。そして、通話中でなく起動中のアプリケーションがタッ
チ入力および回転表示に対応していない場合に条件１７と判断し、この場合タッチパネル
制御手段および加速度センサ制御手段にスタンバイ信号を出力しフォトセンサへの電力を
供給する。
【００２４】
　第６の発明によれば、携帯通信端末の状態を判断し、判断した各状態においてタッチパ
ネル、加速度センサ、および、フォトセンサの動作がそれぞれ必要であればタッチパネル
および加速度センサをアクティブ状態にするとともにフォトセンサへの電力を供給し、動
作が必要なければタッチパネルおよび加速度センサをスタンバイ状態にするとともにフォ
トセンサへの電力を遮断するので、電力の消費を抑えることができる。
【発明の効果】
【００２５】
　この発明によれば、タッチパネル制御回路はプロセッサが判断した条件に応じてタッチ
パネルをアクティブ状態からより電力の消費が少ないスタンバイ状態に切り替えるので、
電源の電力の消費が抑制できるという効果が期待できる。
【００２６】
　第２の発明のように、タッチパネル制御回路が、プロセッサが判断した条件に応じてタ
ッチパネルをアクティブ状態からより電力の消費が少ないスタンバイ状態に切り替え、加
速度センサ制御回路が、プロセッサが判断した条件に応じて加速度センサをアクティブ状
態からスタンバイ状態に切り替えるようにすれば、電源の電力の消費がさらに抑制できる
という効果が期待できる。
【００２７】
　第３の発明のように、タッチパネル制御回路が、プロセッサが判断した条件に応じてタ
ッチパネルをアクティブ状態からより電力の消費が少ないスタンバイ状態に切り替え、加
速度センサ制御回路が、プロセッサが判断した条件に応じて加速度センサをアクティブ状
態からスタンバイ状態に切り替え、また、プロセッサが、判断した条件に応じてフォトセ
ンサへの電力の供給を遮断するようにすれば、電源の電力の消費がさらに抑制できるとい
う効果が期待できる。
【００２８】
　この発明の上述の目的、その他の目的、特徴および利点は、図面を参照して行う以下の
実施例の詳細な説明から一層明らかとなろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
＜第１実施例＞
　図１を参照して、携帯通信端末としての携帯電話機１０は、プロセッサ１２を含む。図
１からわかるように、プロセッサ１２には、電源ＩＣ１４、ＲＡＭ（Random Access Memo
ry）１８、フラッシュメモリ２０、キー入力装置２２、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display
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）ドライバ２４、バックライト２８、タッチパネル制御ＩＣ３０、加速度センサ制御ＩＣ
３４、フォトセンサ３８、マイク４０、スピーカ４２、イヤホンジャック４４、無線通信
回路４６、および、ＤＴＶ（Digital Television）チューナ５０がそれぞれ接続されてい
る。
【００３０】
　電源ＩＣ１４は、電源としてのバッテリー１６から複数種類の電圧を生成し、生成した
電圧を携帯電話機１０の各回路などに供給する電源回路として機能する。
【００３１】
　ＲＡＭ１８は、プロセッサ１２から直接的にアクセスが可能な記憶装置であり、プロセ
ッサ１２の情報演算処理の際の一時記憶に利用される。
【００３２】
　フラッシュメモリ２０は、データの読み書きが自由で不揮発性を備えた記憶装置であり
、プロセッサ１２によって実行される各種のプログラムやこれらのプログラムで利用され
る種々のデータを記憶する。
【００３３】
　キー入力装置２２は、テンキー群２２Ｔ（図２参照）をはじめとする複数のキーを備え
ており、使用者がそれぞれのキーを押圧することによってプロセッサ１２に対して指示を
与えたり値を入力したりする。
【００３４】
　ＬＣＤドライバ２４は、当該ＬＣＤドライバ２４に接続されたＬＣＤモニタ２６を制御
してプロセッサ１２からの指示に応じた文字や画像などをＬＣＤモニタ２６に表示させる
。
【００３５】
　バックライト２８は、ＬＣＤモニタ２６を背面から照明するものであり、たとえば、エ
ッジライト方式が採用される。バックライト２８の明るさは、プロセッサ１２によって、
たとえば、６段階に調節が可能である。
【００３６】
　タッチパネル制御ＩＣ３０は、当該タッチパネル制御ＩＣ３０に接続されたタッチパネ
ル３２を制御するタッチパネル制御回路として機能する。タッチパネル３２は、ＬＣＤモ
ニタ２６の上面に配置され、指などが触れた位置を検知してパネル上の位置を指定し、パ
ネル上の位置に応じた指示をプロセッサ１２に与える。つまり、タッチパネル３２の表面
を指やペンなどで押したり、撫でたり、描いたりすることによって、押した場所、撫でた
方向、描いた図形などを入力することができる。パネルへの接触の感知には、たとえば、
静電気による電気信号を感知する静電容量結合式が採用されるが、静電容量結合方式に限
らず、抵抗膜方式、光学式（赤外線方式）などを採用してもよい。
【００３７】
　また、タッチパネル制御ＩＣ３０は、プロセッサ１２からアクティブ信号を受信すると
電源ＩＣ１４からの電力をタッチパネル３２に供給してタッチパネル３２をアクティブ状
態とする。一方、タッチパネル制御ＩＣ３０は、プロセッサ１２からスタンバイ信号を受
信すると電源ＩＣ１４からタッチパネル３２への電力を遮断してタッチパネル３２をスタ
ンバイ状態とする。また、タッチパネル制御ＩＣ３０は、スタンバイ信号を受信したとき
には、自身３０の回路のうちタッチパネル３２がスタンバイ状態のときに使用しない部分
への電力の供給を遮断し、自身３０もスタンバイ状態となる。
【００３８】
　加速度センサ制御ＩＣ３４は、当該加速度センサ制御ＩＣ３４に接続された加速度セン
サ３６を制御する加速度センサ制御回路として機能する。加速度センサ制御ＩＣ３４と加
速度センサ３６とは、たとえば、ＭＥＭＳ（Micro Electro Mechanical Systems）技術に
よって一体に形成される。加速度センサ３６は、センサに対してある方向にどの程度の加
速度がかかっているかを検知するものであり、たとえば、一度に２つの軸方向の加速度を
検知することができる２軸の加速度センサである。この加速度センサ３６によれば、携帯
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電話機１０が地面に対してどの程度傾いているかを検知することができる。プロセッサ１
２は、たとえば、ＬＣＤモニタ３６に画像を表示している場合、加速度センサ３６が検知
した傾きに基づいて、携帯電話機１０、つまり、ＬＣＤモニタ３６の天地を判断し、判断
したＬＣＤモニタ３６の天地に応じて画像を回転させて表示することができる。こうして
ＬＣＤモニタ３６の天地を判断して表示対象を回転させて表示することを以下において「
回転表示」と呼ぶ。
【００３９】
　フォトセンサ３８は、光を感知するセンサであり、感知した光の明るさに応じた大きさ
の電流を発生し、発生した電流を電圧に変換してプロセッサ１２に出力する。プロセッサ
１２は、フォトセンサ３８が感知した外部の明るさに応じてＬＣＤモニタ２６を照明する
バックライト２８の明るさを調整する。つまり、外部が明るい場合にはバックライト２８
を明るく点灯させ、外部が暗い場合には明るさを抑えてバックライト２８を点灯させる。
【００４０】
　マイク４０は、使用者の発する音声を拾って電気信号に変換し、当該電気信号をプロセ
ッサ１２に出力する。また、スピーカ４２は、プロセッサ１２から与えられた電気信号を
音声に変えて出力するものである。また、イヤホンジャック４４は、イヤホン（不図示）
の端子を接続するためのものである。プロセッサ１２は、イヤホンの端子がイヤホンジャ
ック４４に挿入されたことを検知すると、スピーカ４２からの音声の出力を停止し、イヤ
ホンのスピーカから音声を出力させる。また、プロセッサ１２は、マイク付イヤホン（不
図示）の端子がイヤホンジャック４４に挿入されたことを検知した場合には、スピーカ４
２からの音声の出力の停止に加え、マイク４０からの音声信号の入力を停止して、マイク
付イヤホンのマイクからの音声信号の入力を受け付ける。
【００４１】
　無線通信回路４６は、たとえば、ＣＤＭＡ（Code Division Multiple Access：符号分
割多重接続）方式での無線通信を実現するための回路である。キー入力装置２２に対して
発呼操作が行われると、プロセッサ１２は、無線通信回路４６を制御して発呼信号を出力
する。無線回路４６から出力された発呼信号は、アンテナ４８から出力され、基地局を含
む移動通信網を経て相手の電話機に送信される。通信相手の電話機で着呼操作が行われる
と、通信可能状態が確立される。
【００４２】
　通信可能状態に移行した後にキー入力装置２２に対して通話終了操作が行われると、プ
ロセッサ１２は、無線通信回路４６を制御して、通信相手の電話機に通話終了信号を送信
する。通話終了信号の送信後、プロセッサ１２は、通話処理を終了する。先に通信相手か
ら通話終了信号を受信した場合も、プロセッサ１２は、通話処理を終了する。また、通信
相手によらず、移動通信網から通話終了信号を受信した場合も、プロセッサ１２は通話処
理を終了する。
【００４３】
　通信相手からの発呼信号がアンテナ４８によって捉えられると、無線通信回路４６は、
着信をプロセッサ１２に通知する。プロセッサ１２は、着信通知に記述された発信元情報
をＬＣＤモニタ２６に出力し、図示しない着信通知用のスピーカから着信音を出力する。
キー入力装置２２に対して着呼操作が行われると、通信可能状態が確立される。
【００４４】
　通信可能状態では、次のような処理が実行される。通信相手から送られてきた変調音声
信号（高周波信号）が、アンテナ４８によって受信される。受信された変調音声信号は、
無線通信回路４６によって復調処理および復号処理が施される。これらの処理によって得
られた受話音声信号は、スピーカ４２から出力される。マイク４０によって取り込まれた
送話音声信号は、無線通信回路４６によって符号化処理および変調処理が施される。これ
らの処理によって得られた変調音声信号は、上述と同様に、アンテナ４８を介して通信相
手に送信される。
【００４５】
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　ＤＴＶチューナ５０は、地上デジタルテレビジョン放送（ワンセグ）の受信を行うもの
である。ＤＴＶチューナ５０は、キー入力装置２２に対して選局操作が行われると、ＤＴ
Ｖアンテナ５２によって受信した地上デジタルテレビジョン放送の信号から選局されたチ
ャンネルに対応する地上デジタルテレビジョン放送の信号を抽出する。また、ＤＴＶチュ
ーナ５０は、この抽出した地上デジタルテレビジョン放送の信号に対してデジタル復調な
どの処理を行って復調信号を生成する。生成された復調信号は、映像放送の復調信号とデ
ータ放送の復調信号とに分離されてプロセッサ１２に出力される。プロセッサ１２は、映
像放送の復調信号に対してＭＰＥＧ（Moving Picture Experts Group）方式に基づいた復
号処理を行い、映像信号を形成する。さらに、プロセッサ１２は、データ放送の復調信号
に対して復号処理を行い、テキストデータなどを形成する。こうして形成された映像信号
およびテキストデータは、ＬＣＤドライバ２４の働きによって、ＬＣＤモニタ２６に表示
される。
【００４６】
　図２は、携帯電話機１０の外観図である。図２を参照して、携帯電話機１０は、板状に
形成されたケースＣを有する。ケースＣの長さ方向の一端の側面には、ＤＴＶアンテナ５
２が配置されている。なお、無線通信用のアンテナ４８は、ケースＣの内部に配置されて
いる。ケースＣの表面の下部には、キー入力装置２２が配置されている。キー入力装置２
２は、テンキー群２２Ｔ、上方向キー２２ａ、下方向キー２２ｂ、左方向キー２２ｃ、右
方向キー２２ｄ、センターキー２２ｅ、電源／終話キー２２ｆ、発信キー２２ｇ、および
、ロックキー２２ｈを含んでおり、各キーはプッシュスイッチである。また、ケースＣの
表面の上部には、ＬＣＤモニタ２６が配置され、当該ＬＣＤモニタ２６の上面にはタッチ
パネル３２が配置されている。以下において、使用者が各キーを押圧する操作を「キー入
力」と呼び、タッチパネル３２の上面を指やペンなどで押したり、撫でたり、描いたりす
る操作を「タッチ入力」と呼ぶ。
【００４７】
　さらに、ケースＣの表面の上端付近には、図２では図示しないスピーカ４２に通じる開
口ＯＰ１が設けられ、ケースＣの表面の下端付近には、同じく図２では図示しないマイク
４０に通じる開口ＯＰ２が設けられている。したがって、使用者は、開口ＯＰ１を通じて
スピーカ４２から出力される音声を聞き、開口ＯＰ２を通じてマイク４２に自身の声を入
力する。また、ケースＣの表面のＬＣＤモニタ２６のたとえば左下付近には、開口ＯＰ３
が設けられ、当該開口ＯＰ３の開口部からフォトセンサ３８のセンサ部分が露出している
。なお、図２には図示しないが、ケースＣの左側面には、イヤホンの端子を接続するため
のイヤホンジャック４４が設けられている。
【００４８】
　このような第１実施例の携帯電話機１０においては、プロセッサ１２が検知した携帯電
話機１０の状態に応じて、外部センサとしてのタッチパネル３２の状態をアクティブ状態
とスタンバイ状態との間で切り替えることによって節電し、バッテリー１６の電力の消費
を抑制することができる。
【００４９】
　図３に示すように、外部センサの状態としては、タッチパネル３２がアクティブ状態で
ある「第１の状態」とタッチパネル３２がスタンバイ状態である「第２の状態」とがある
。
【００５０】
　また、図４に示すように、携帯電話機１０の状態としては、バッテリー１６の残量が所
定の量よりも少なくなったローバッテリーの状態、ＬＣＤモニタ２６に何も表示されてい
ない（非表示）状態、タッチパネル３２がロックされている状態、通話中であって「通話
以外の機能動作」が行われる可能性がない（通話のみ）状態（条件１）、通話中であるが
イヤホンジャック４４にイヤホンの端子が接続されていたり、ハンズフリー機能が実行さ
れていたり、保留中であったりするなどして、「通話以外の機能動作」が行われる可能性
がある状態（条件２）、通話中でなくて「タッチ入力」に対応したアプリケーションが実
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行されている状態（条件３）、通話中でなくて「タッチ入力」に対応していないアプリケ
ーションが実行されている状態（条件４）、および、その他の状態がある。
【００５１】
　なお、ローバッテリーの状態とは、たとえば、バッテリー１６の残量を３レベルの目盛
からなるゲージで表す場合、１つの目盛のみによってあらわされたもっとも残量が少ない
状態である。また、タッチパネル３２は、ロックキー２２ｈを長押しして「キー入力」す
ることによって、ロックすることができる。タッチパネル３２がロックされている状態で
はタッチパネル制御ＩＣ３０は「タッチ入力」を受け付けない。そして、ハンズフリー機
能は、電話の発信時、着信時または通話中に発信キー２２ｇを長押しして「キー入力」す
ることによって実行することができる。さらに、保留機能は、着信中に電源／終話キーを
「キー入力」することによって実行できる。また、「通話以外の機能動作」とは、たとえ
ば、Ｗｅｂ画面などにおける文字入力動作や静止画像の表示動作やデータ放送出力を伴う
地上デジタル放送の表示動作などである。
【００５２】
　図４を参照して、ローバッテリーの状態では、バッテリー１６の消耗を防ぐためにタッ
チパネル３２はスタンバイ状態にされる（第２の状態）。ＬＣＤモニタ２６が非表示の状
態では、「タッチ入力」に備える必要がないので、タッチパネル３２はスタンバイ状態に
される（第２の状態）。また、タッチパネル３２がロックされている状態では、「タッチ
入力」を受け付けないので、タッチパネル３２はスタンバイ状態にされる（第２の状態）
。
【００５３】
　通話中であって「通話以外の機能動作」が行われる可能性がない（通話のみ）状態（条
件１）では、「タッチ入力」が行われる可能性もないので、タッチパネル３２はスタンバ
イ状態にされる（第２の状態）。一方、通話中であって「通話以外の機能動作」が行われ
る可能性がある状態（条件２）では、「タッチ入力」が行われる場合に備えて、タッチパ
ネル３２はアクティブ状態にされる（第１の状態）。
【００５４】
　また、通話中でなくて「タッチ入力」に対応したアプリケーションが起動されている状
態（条件３）では、「タッチ入力」に備えてタッチパネル３２はアクティブ状態にされる
（第１の状態）。一方、通話中でなくて「タッチ入力」に対応していないアプリケーショ
ンが起動されている状態（条件４）では、「タッチ入力」が行われる可能性がないので、
タッチパネル３２はスタンバイ状態にされる（第２の状態）。そして、上記以外の携帯電
話機１０の状態では、「タッチ入力」に備えてタッチパネル３２はアクティブ状態にされ
る（第１の状態）。
【００５５】
　次に、図５のフロー図を参照して、プロセッサ１２が、タッチパネル３２のアクティブ
状態とスタンバイ状態とを切り替えて節電状態を操作する際の処理について説明する。な
お、プロセッサ１２は、フラッシュメモリ２０に格納されている所定のプログラムに基づ
いて以下の処理を実行する。
【００５６】
　また、プロセッサ１２は、周知の技術によって、バッテリー１６の残量やイヤホンジャ
ック４４へのイヤホンの接続の有無や起動しているアプリケーションが対応している機能
などの携帯電話機１０の状態を検知することができる。たとえば、起動しているアプリケ
ーションが所定の機能に対応しているか否かは、フラッシュメモリ２０にアプリケーショ
ン名と当該アプリケーションが対応している機能名とを対応させたテーブルを保持し、ア
プリケーションの起動時にプロセッサ１２が、このテーブルを参照することによって判断
することができる。また、プロセッサ１２は、所定の機能に対応しているか否かを起動し
ているアプリケーションに対して直接に問い合わせ、アプリケーションがこれに応答する
ようにしてもよい。
【００５７】
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　なお、図５のフロー図に示す処理は、例示するものであり、処理の順番はフロー図に示
すものに限定されるものではなく、処理の順番を変更しても本発明を実現できる場合には
適宜に変更してもよい。
【００５８】
　図５を参照して、まず、プロセッサ１２は、ステップＳ１で、バッテリー１６の残量が
所定の量よりも少なくなっている（ローバッテリー）か否かを判断する。ステップＳ１で
ＹＥＳと判断すると、プロセッサ１２は、ステップＳ１３で、フラグＦを「第２の状態」
を示す内容に設定する。ここで、フラグＦは、たとえば、プロセッサ１２が備えるレジス
タＲなどの記憶領域である。レジスタＲ（フラグＦ）は、「00000001」または「00000010
」に設定されることによって、「第１の状態」または「第２の状態」を示す。「第１の状
態」とは、レジスタＲに「00000001」が記憶されており、図３に示したように、タッチパ
ネル３２がアクティブとなった状態である。一方、「第２の状態」とは、レジスタＲに「
00000010」が記憶されており、図３に示したように、タッチパネル３２がスタンバイとな
った状態である。したがって、ステップＳ１３では、レジスタＲ（フラグＦ）に「000000
10」が記憶される。
【００５９】
　こうして、フラグＦが設定されると、ステップＳ１５で、プロセッサ１２は、フラグＦ
の設定状態に基づいて、節電状態を操作する。具体的には、フラグＦが「第２の状態」を
示しているので、プロセッサ１２は、タッチパネル制御ＩＣ３０に対してスタンバイ信号
を発信する。なお、スタンバイ信号を受信したタッチパネル制御ＩＣ３０は、バッテリー
１６からのタッチパネル３２への電力の供給を遮断してタッチパネル３２をスタンバイ状
態にするとともに、自身３０もスタンバイ状態となる。ステップ１５の後はステップＳ１
に戻る。
【００６０】
　一方、ステップＳ１で、ＮＯと判断すると、ステップＳ３に進み、ＬＣＤモニタ２６が
非表示であるか否かを判断する。ステップＳ３でＹＥＳと判断すると、ステップＳ１３で
レジスタＲに「00000010」を記憶させてフラグＦを「第２の状態」を示す内容に設定し、
さらに、ステップＳ１５でフラグＦの設定状態に基づいて、節電状態を操作する。具体的
には、フラグＦが「第２の状態」を示しているので、プロセッサ１２は、タッチパネル制
御ＩＣ３０に対してスタンバイ信号を発信する。
【００６１】
　一方、ステップＳ３でＮＯと判断した場合には、ステップＳ５で、タッチパネル３２が
ロックされているか否かを判断する。ステップＳ５でＹＥＳと判断すると、ステップＳ１
３でレジスタＲに「00000010」を記憶させてフラグＦを「第２の状態」を示す内容に設定
し、さらに、ステップＳ１５でフラグＦの設定状態に基づいて、節電状態を操作する。具
体的には、フラグＦが「第２の状態」を示しているので、プロセッサ１２は、タッチパネ
ル制御ＩＣ３０に対してスタンバイ信号を発信する。
【００６２】
　一方、ステップＳ５でＮＯと判断すると、ステップＳ７で、通話中であるか否かを判断
する。ステップＳ７でＹＥＳと判断すると、次に、ステップＳ９で、イヤホンジャック４
４へのイヤホンの端子の挿入、ハンズフリー機能、保留機能のいずれかが実行されている
か否か、つまり、通話中に「通話以外の機能動作」が行われる可能性がある状態であるか
否かを判断する。通話中であっても、イヤホンジャック４４にイヤホンの端子が挿入され
たり、ハンズフリー機能が実行されたり、保留機能が実行されたりした場合には、携帯電
話機１０の開口ＯＰ１およびＬＣＤモニタ２６が使用者の耳周辺から離されるので、使用
者が携帯電話機１０に対して何らかの操作を行って「通話以外の機能動作」をさせうる状
態となる。ステップＳ９でＹＥＳと判断すると、ステップＳ１１でレジスタＲに「000000
01」を記憶させてフラグＦを「第１の状態」を示す内容に設定し、さらに、ステップＳ１
５でフラグＦの設定状態に基づいて、節電状態を操作する。具体的には、フラグＦが「第
１の状態」を示しているので、プロセッサ１２は、タッチパネル制御ＩＣ３０に対してア
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クティブ信号を発信する。なお、アクティブ信号を受信したタッチパネル制御ＩＣ３０は
、バッテリー１６からの電力をタッチパネル３２に供給してアクティブ状態にするととも
に、自身３０もアクティブ状態となる。
【００６３】
　一方、ステップＳ９でＮＯと判断すると、ステップＳ１３でレジスタＲに「00000010」
を記憶させてフラグＦを「第２の状態」を示す内容に設定し、さらに、ステップＳ１５で
フラグＦの設定状態に基づいて、節電状態を操作する。具体的には、フラグＦが「第２の
状態」を示しているので、プロセッサ１２は、タッチパネル制御ＩＣ３０に対してスタン
バイ信号を発信する。
【００６４】
　ステップＳ７に戻り、通話中でないと判断すると（ステップＳ７でＮＯ）、ステップＳ
１７でアプリケーションが起動中であるか否かを判断する。ステップＳ１７でＹＥＳと判
断すると、次に、プロセッサ１２は、ステップＳ１９で起動中のアプリケーションは「タ
ッチ入力」に対応しているか否かを判断する。ステップＳ１９でＹＥＳと判断すると、ス
テップＳ１１でレジスタＲに「00000001」を記憶させてフラグＦを「第１の状態」を示す
内容に設定し、さらに、ステップＳ１５でフラグＦの設定状態に基づいて、節電状態を操
作する。具体的には、フラグＦが「第１の状態」を示しているので、プロセッサ１２は、
タッチパネル制御ＩＣ３０に対してアクティブ信号を発信する。
【００６５】
　一方、ステップＳ１９でＮＯと判断すると、ステップＳ１３でレジスタＲに「00000010
」を記憶させてフラグＦを「第２の状態」を示す内容に設定し、さらに、ステップＳ１５
でフラグＦの設定状態に基づいて、節電状態を操作する。具体的には、フラグＦが「第２
の状態」を示しているので、プロセッサ１２は、タッチパネル制御ＩＣ３０に対してスタ
ンバイ信号を発信する。
【００６６】
　ステップＳ１７に戻って、アプリケーションが起動中でないと判断すると（ステップＳ
１７でＮＯ）、つまり、その他の状態であれば、ステップＳ１１でレジスタＲに「000000
01」を記憶させてフラグＦを「第１の状態」を示す内容に設定し、さらに、ステップＳ１
５でフラグＦの設定状態に基づいて、節電状態を操作する。具体的には、フラグＦが「第
１の状態」を示しているので、プロセッサ１２は、タッチパネル制御ＩＣ３０に対してア
クティブ信号を発信する。
【００６７】
　以上の説明からわかるように、第１実施例の携帯電話機１０では、携帯電話機１０の動
作状況などに応じて、外部センサであるタッチパネル３２の動作の必要性を判断し、タッ
チパネル３２の動作の必要性がない場合には、タッチパネル３２をアクティブ状態からス
タンバイ状態に切り替える。したがって、タッチパネル３２に無駄な電力を供給すること
を防止し、バッテリー１６の電力の消費を抑えることができる。
＜第２実施例＞
　第２実施例では、第１実施例の説明で使用した図１の携帯電話機１０の構成、図２に示
した携帯電話機１０の外観は同じであるため、第２実施例の説明ではそれらの図およびそ
の説明を省略する。
【００６８】
　第２実施例では、加速度センサ制御ＩＣ３４は、プロセッサ１２からアクティブ信号を
受信すると電源ＩＣ１４からの電力を加速度センサ３６に供給して加速度センサ３６をア
クティブ状態とする。一方、加速度センサ制御ＩＣ３４は、プロセッサ１２からスタンバ
イ信号を受信すると電源ＩＣ１４から加速度センサ３６への電力を遮断して加速度センサ
３６をスタンバイ状態とする。また、加速度センサ制御ＩＣ３４は、スタンバイ信号を受
信したときには、自身３４の回路のうち加速度センサ３４がスタンバイ状態のときに使用
しない部分への電力を遮断し、自身３４もスタンバイ状態となる。
【００６９】
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　したがって、第２実施例の携帯電話機１０では、プロセッサ１２は、タッチパネル制御
ＩＣ３０の他に、加速度センサ制御ＩＣ３４に対しても個別にアクティブ信号またはスタ
ンバイ信号を発信する。
【００７０】
　このような第２実施例の携帯電話機１０においては、携帯電話機１０の状態に応じて、
外部センサとしてのタッチパネル３２および加速度センサ３６の状態をアクティブ状態と
スタンバイ状態との間で切り替えることによって節電し、バッテリー１６の電力の消費を
抑制することができる。
【００７１】
　図６に示すように、外部センサの状態の組み合わせとしては、タッチパネル３２と加速
度センサ３６がともにアクティブ状態である「第１の状態」、タッチパネル３２がアクテ
ィブ状態で加速度センサ３６がスタンバイ状態である「第２の状態」、タッチパネル３２
がスタンバイ状態で加速度センサ３６がアクティブ状態である「第３の状態」、および、
タッチパネル３２と加速度センサ３６がともにスタンバイ状態である「第４の状態」があ
る。
【００７２】
　また、図７に示すように、携帯電話機１０の状態としては、バッテリー１６の残量が所
定の量よりも少なくなったローバッテリーの状態、ＬＣＤモニタ２６に何も表示されてい
ない（非表示）状態、タッチパネル３２がロックされている状態、通話中であって「通話
以外の機能動作」が行われる可能性がない状態（条件５）、通話中であるがイヤホンジャ
ック４４にイヤホンの端子が接続されていたり、ハンズフリー機能が実行されていたり、
保留中であったりするなどして、「通話以外の機能動作」が行われる可能性がある状態（
条件６）、通話中でなくて「タッチ入力」と「回転表示」との両方に対応したアプリケー
ションが実行されている状態（条件７）、通話中でなくて「タッチ入力」に対応し「回転
表示」に対応していないアプリケーションが実行されている状態（条件８）、通話中でな
くて「タッチ入力」に対応せず「回転表示」に対応したアプリケーションが実行されてい
る状態（条件９）、通話中でなく「タッチ入力」と「回転表示」との両方に対応していな
いアプリケーションが実行されている状態（条件１０）、および、その他の状態がある。
なお、「回転表示」とは、上述したように、加速度センサ３６の働きによってＬＣＤモニ
タ３６の天地を判断し、静止画像などの表示対象をＬＣＤモニタ３６の天地に合わせて回
転させて表示することである。
【００７３】
　図７を参照して、ローバッテリーの状態では、バッテリー１６の消耗を防ぐためにタッ
チパネル３２と加速度センサ３６はともにスタンバイ状態にされる（第４の状態）。ＬＣ
Ｄモニタ２６が非表示の状態では、「タッチ入力」がされる可能性がなくＬＣＤモニタ２
６に表示される表示対象を「回転表示」させる必要もないので、タッチパネル３２と加速
度センサ３６はともにスタンバイ状態にされる（第４の状態）。そして、タッチパネル３
２がロックされている状態では、「タッチ入力」を受け付けないのでタッチパネル３２は
スタンバイ状態にされるが、ＬＣＤモニタ２６には対象物が表示されこの表示対象を「回
転表示」させる可能性があるので加速度センサ３６はアクティブ状態にされる（第３の状
態）。
【００７４】
　通話中であって「通話以外の機能動作」が行われる可能性がない状態（条件５）では、
「タッチ入力」が行われる可能性がなく、ＬＣＤモニタ２６に表示された表示対象を「回
転表示」させる可能性もないので、タッチパネル３２と加速度センサ３６とはともにスタ
ンバイ状態にされる（第４の状態）。一方、通話中であって「通話以外の機能動作」が行
われる可能性がある状態（条件６）では、「タッチ入力」が行われる場合に備えてタッチ
パネル３２はアクティブ状態にされ、仕様として「回転表示」は行われないので加速度セ
ンサ３６はスタンバイ状態にされる（第２の状態）。
【００７５】
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　通話中でなくて「タッチ入力」と「回転表示」の両方に対応したアプリケーションが起
動されている状態（条件７）では、「タッチ入力」に備えてタッチパネル３２はアクティ
ブ状態にされ、「回転表示」に備えて加速度センサ３６もアクティブ状態にされる（第１
の状態）。また、通話中でなくて「タッチ入力」に対応し「回転表示」に対応したてない
アプリケーションが起動されている状態（条件８）では、「タッチ入力」に備えてタッチ
パネル３２はアクティブ状態にされ、「回転表示」に備える必要がないので加速度センサ
３６はスタンバイ状態にされる（第２の状態）。さらに、通話中でなくて「タッチ入力」
に対応しておらず「回転表示」に対応しているアプリケーションが起動されている状態（
条件９）では、「タッチ入力」に備える必要がないのでタッチパネル３２はスタンバイ状
態にされ、「回転表示」に備える必要があるので加速度センサ３６はアクティブ状態にさ
れる（第３の状態）。また、通話中でなくて「タッチ入力」にも「回転表示」にも対応し
ていないアプリケーションが起動されている状態（条件１０）では、「タッチ入力」に備
える必要も「回転表示」に備える必要もないので、タッチパネル３２も加速度センサ３６
もともにスタンバイ状態にされる（第４の状態）。そして、上記以外の携帯電話機１０の
状態では、「タッチ入力」と「回転表示」とに備えて、タッチパネル３２と加速度センサ
３６はともにアクティブ状態にされる（第１の状態）。
【００７６】
　次に、図８および図９のフロー図を参照して、プロセッサ１２が、タッチパネル３２と
加速度センサ３６のアクティブ状態とスタンバイ状態とを切り替えて節電状態を操作する
際の処理について説明する。なお、プロセッサ１２は、フラッシュメモリ２０に格納され
ている所定のプログラムに基づいて以下の処理を実行する。また、プロセッサ１２は、周
知の技術によって、バッテリー１６の残量やイヤホンジャック４４へのイヤホンの接続の
有無や起動しているアプリケーションが対応している機能などの携帯電話機１０の状態を
検知することができる。なお、図８および図９のフロー図に示す処理は、例示するもので
あり、処理の順番はフロー図に示すものに限定されるものではなく、処理の順番を変更し
ても本発明を実現できる場合には適宜に変更してもよい。
【００７７】
　図８を参照して、まず、プロセッサ１２は、ステップＳ２１で、バッテリー１６の残量
が所定の量よりも少なくなっている（ローバッテリー）か否かを判断する。ステップＳ２
１でＹＥＳと判断すると、プロセッサ１２は、ステップＳ３７で、フラグＦを「第４の状
態」に設定する。ここで、フラグＦは、たとえば、プロセッサ１２が備えるレジスタＲな
どの記憶領域である。レジスタＲ（フラグＦ）は、「00000001」、「00000010」、「0000
0100」、「00001000」のいずれかに設定されることによって、「第１の状態」から「第４
の状態」のいずれかの状態を示す。「第１の状態」とは、レジスタＲに「00000001」が記
憶されており、図６に示したように、タッチパネル３２と加速度センサ３６の両方がアク
ティブである状態である。「第２の状態」とは、レジスタＲに「00000010」が記憶されて
おり、図６に示したように、タッチパネル３２がアクティブであり加速度センサ３６がス
タンバイである状態である。以下同様に、レジスタＲ（フラグＦ）に「00000100」、「00
001000」が記憶されていることが、それぞれ「第３の状態」、「第４の状態」を示す。し
たがって、ステップＳ３７では、レジスタＲ（フラグＦ）に「00001000」が記憶される。
【００７８】
　こうして、フラグＦが設定されると、ステップＳ３５で、プロセッサ１２は、フラグＦ
の設定状態に基づいて、節電状態を操作する。具体的には、フラグＦが「第４の状態」を
示しているので、プロセッサ１２は、タッチパネル制御ＩＣ３０と加速度センサ制御ＩＣ
３４の両方に対してスタンバイ信号を発信する。
【００７９】
　一方、ステップＳ２１で、ＮＯと判断すると、ステップＳ２３に進み、ＬＣＤモニタ２
６が非表示であるか否かを判断する。ステップＳ２３でＹＥＳと判断すると、ステップＳ
３７でレジスタＲに「00001000」を記憶させてフラグＦを「第４の状態」を示す内容に設
定し、さらに、ステップＳ３５でフラグＦの設定状態に基づいて、節電状態を操作する。
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具体的には、フラグＦが「第４の状態」を示しているので、プロセッサ１２は、タッチパ
ネル制御ＩＣ３０と加速度センサ制御ＩＣ３４の両方に対してスタンバイ信号を発信する
。
【００８０】
　一方、ステップＳ２３でＮＯと判断した場合には、ステップＳ２５で、タッチパネル３
２がロックされているか否かを判断する。ステップＳ２５でＹＥＳと判断すると、ステッ
プＳ３９でレジスタＲに「00000100」を記憶させてフラグＦを「第３の状態」を示す内容
に設定し、さらに、ステップＳ３５でフラグＦの設定状態に基づいて、節電状態を操作す
る。具体的には、フラグＦが「第３の状態」を示しているので、プロセッサ１２は、タッ
チパネル制御ＩＣ３０に対してスタンバイ信号を発信し、加速度センサ制御ＩＣ３４に対
してアクティブ信号を発信する。
【００８１】
　一方、ステップＳ２５でＮＯと判断すると、ステップＳ２７で、通話中であるか否かを
判断する。ステップＳ２７でＹＥＳと判断すると、次に、ステップＳ２９で、イヤホンジ
ャック４４へのイヤホンの端子の挿入、ハンズフリー機能、保留機能のいずれかが実行さ
れているか否か、つまり、通話中に「通話以外の機能動作」が行われる可能性がある状態
であるか否かを判断する。ステップＳ２９でＹＥＳと判断すると、ステップＳ３１でレジ
スタＲに「00000010」を記憶させてフラグＦを「第２の状態」を示す内容に設定し、さら
に、ステップＳ３５でフラグＦの設定状態に基づいて、節電状態を操作する。具体的には
、フラグＦが「第２の状態」を示しているので、プロセッサ１２は、タッチパネル制御Ｉ
Ｃ３０に対してアクティブ信号を発信し、加速度センサ制御ＩＣ３４に対してスタンバイ
信号を発信する。一方、ステップ２９でＮＯと判断すると、ステップＳ３３でレジスタＲ
に「00001000」を記憶させてフラグＦを「第４の状態」を示す内容に設定し、さらに、ス
テップＳ３５でフラグＦの設定状態に基づいて、節電状態を操作する。具体的には、フラ
グＦが「第４の状態」を示しているので、プロセッサ１２は、タッチパネル制御ＩＣ３０
と加速度センサ制御ＩＣ３４の両方に対してスタンバイ信号を発信する。
【００８２】
　ステップＳ２７に戻って、通話中でないと判断すると（ステップＳ２７でＮＯ）、ステ
ップＳ４１でアプリケーションが起動中であるか否かを判断する。ステップＳ４１でＹＥ
Ｓと判断すると、次に、ステップＳ４３で起動中のアプリケーションは「タッチ入力」に
対応しているか否かを判断する。ステップＳ４３でＹＥＳと判断すると、さらに、ステッ
プＳ４５で起動中のアプリケーションは「回転表示」に対応しているか否かを判断する。
ステップＳ４５でＹＥＳと判断すると、ステップＳ４７でレジスタＲに「00000001」を記
憶させてフラグＦを「第１の状態」を示す内容に設定し、さらに、ステップＳ３５でフラ
グＦの設定状態に基づいて、節電状態を操作する。具体的には、フラグＦが「第１の状態
」を示しているので、プロセッサ１２は、タッチパネル制御ＩＣ３０と加速度センサ制御
ＩＣ３４の両方に対してアクティブ信号を発信する。
【００８３】
　一方、ステップＳ４５でＮＯと判断すると、ステップＳ４９でレジスタＲに「00000010
」を記憶させてフラグＦを「第２の状態」を示す内容に設定し、さらに、ステップ３５で
フラグＦの設定状態に基づいて、節電状態を操作する。具体的には、フラグＦが「第２の
状態」を示しているので、プロセッサ１２は、タッチパネル制御ＩＣ３０にアクティブ信
号を発信し、加速度センサＩＣ３４にスタンバイ信号を発信する。
【００８４】
　ステップＳ４３に戻って、起動中のアプリケーションが「タッチ入力」に対応していな
いと判断すると（ステップＳ４３でＮＯ）、次に、ステップ５１で起動中のアプリケーシ
ョンが「回転表示」に対応しているか否かを判断する。ステップＳ５１でＹＥＳと判断す
ると、ステップＳ５３でレジスタＲに「00000100」を記憶させてフラグＦを「第３の状態
」を示す内容に設定し、さらに、ステップ３５でフラグＦの設定状態に基づいて、節電状
態を操作する。具体的には、フラグＦが「第３の状態」を示しているので、プロセッサ１
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２は、タッチパネル制御ＩＣ３０にスタンバイ信号を発信し、加速度センサＩＣ３４にア
クティブ信号を発信する。
【００８５】
　一方、ステップＳ５１でＮＯと判断すると、ステップＳ５５でレジスタＲに「00001000
」を記憶させてフラグＦを「第４の状態」を示す内容に設定し、さらに、ステップ３５で
フラグＦの設定状態に基づいて、節電状態を操作する。具体的には、フラグＦが「第４の
状態」を示しているので、プロセッサ１２は、タッチパネル制御ＩＣ３０と加速度センサ
ＩＣ３４との両方に対してスタンバイ信号を発信する。
【００８６】
　ステップＳ４１に戻って、アプリケーションが起動中でないと判断すると（ステップＳ
４１でＮＯ）、つまり、その他の状態であれば、ステップＳ４７でレジスタＲに「000000
01」を記憶させてフラグＦを「第１の状態」を示す内容に設定し、さらに、ステップＳ７
９でフラグＦの設定状態に基づいて、節電状態を操作する。具体的には、フラグＦが「第
１の状態」を示しているので、プロセッサ１２は、タッチパネル制御ＩＣ３０と加速度セ
ンサ制御ＩＣ３４の両方に対してアクティブ信号を発信する。
【００８７】
　以上の説明からわかるように、第２実施例の携帯電話機１０では、携帯電話機１０の動
作状況などに応じて、外部センサであるタッチパネル３２と加速度センサ３６の動作の必
要性を判断し、動作の必要性がない場合には、タッチパネル３２および加速度センサ３６
を個別にアクティブ状態からスタンバイ状態に切り替える。したがって、タッチパネル３
２および加速度センサ３６に無駄な電力を供給することを防止し、バッテリー１６の電力
の消費を抑えることができる。
＜第３実施例＞
　第３実施例では、第１実施例の説明で使用した図１の携帯電話機１０の構成、図２に示
した携帯電話機１０の外観は同じであるため、第３実施例の説明ではそれらの図およびそ
の説明を省略する。
【００８８】
　第３実施例では、加速度センサ制御ＩＣ３４は、プロセッサ１２からアクティブ信号を
受信すると電源ＩＣ１４からの電力を加速度センサ３６に供給して加速度センサ３６をア
クティブ状態とする。一方、加速度センサ制御ＩＣ３４は、プロセッサ１２からスタンバ
イ信号を受信すると電源ＩＣ１４から加速度センサ３６への電力を遮断して加速度センサ
３６をスタンバイ状態とする。また、加速度センサ制御ＩＣ３４は、スタンバイ信号を受
信したときには、自身３４の回路のうち加速度センサ３４がスタンバイ状態のときに使用
しない部分への電力を遮断し、自身３４もスタンバイ状態となる。
【００８９】
　そして、第３実施例の携帯電話機１０では、プロセッサ１２は、タッチパネル制御ＩＣ
３０の他に、加速度センサ制御ＩＣ３４に対しても個別にアクティブ信号またはスタンバ
イ信号を発信することに加え、電源ＩＣ１４およびプロセッサ１２を介してフォトセンサ
３８に供給するバッテリー１６からの電力のＯＮ／ＯＦＦの切り替えも行う。
【００９０】
　このような第３実施例の携帯電話機１０においては、携帯電話機１０の状態に応じて、
外部センサとしてのタッチパネル３２および加速度センサ３６の状態をアクティブ状態と
スタンバイ状態との間で切り替え、また、外部センサとしてのフォトセンサ３８への電力
の供給のＯＮ／ＯＦＦを切り替えることによって節電し、バッテリー１６の電力の消費を
抑制することができる。
【００９１】
　図１０に示すように、外部センサの状態の組み合わせとしては、タッチパネル３２と加
速度センサ３６がともにアクティブ状態であり、フォトセンサ３８への電力の供給がＯＮ
である「第１の状態」、タッチパネル３２がアクティブ状態であり加速度センサ３６がス
タンバイ状態であって、フォトセンサ３８への電力の供給がＯＮである「第２の状態」、
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タッチパネル３２がアクティブ状態であり加速度センサ３６がスタンバイ状態であって、
フォトセンサ３８への電力の供給がＯＦＦである「第３の状態」、タッチパネル３２がス
タンバイ状態でありフォトセンサ３８がアクティブ状態であって、フォトセンサ３８への
電力の供給がＯＮである「第４の状態」、タッチパネル３２と加速度センサ３６がともに
スタンバイ状態であり、フォトセンサ３８への電力の供給がＯＮである「第５の状態」、
および、タッチパネル３２と加速度センサ３６がともにスタンバイ状態であり、フォトセ
ンサ３８への電力の供給がＯＦＦである「第６の状態」がある。
【００９２】
　また、図１１に示すように、携帯電話機１０の状態としては、バッテリー１６の残量が
所定の量よりも少なくなったローバッテリーの状態、ＬＣＤモニタ２６に何も表示されて
いない（非表示）状態、タッチパネル３２がロックされている状態、通話中であって「通
話以外の機能動作」が行われる可能性がない状態（条件１１）、通話中であり「通話以外
の機能動作」が行われる可能性があって実際に「通話以外の機能動作」が行われている状
態（条件１２）、通話中であり「通話以外の機能動作」が行われる可能性があるが実際に
は「通話以外の機能動作」が行われていない状態（条件１３）、通話中でなくて「タッチ
入力」と「回転表示」との両方に対応したアプリケーションが実行されている状態（条件
１４）、通話中でなくて「タッチ入力」に対応し「回転表示」に対応していないアプリケ
ーションが実行されている状態（条件１５）、通話中でなくて「タッチ入力」に対応せず
「回転表示」に対応したアプリケーションが実行されている状態（条件１６）、通話中で
なく「タッチ入力」と「回転表示」との両方に対応していないアプリケーションが実行さ
れている状態（条件１７）、および、その他の状態がある。
【００９３】
　図１１を参照して、ローバッテリーの状態では、バッテリー１６の消耗を防ぐためにタ
ッチパネル３２と加速度センサ３６はともにスタンバイ状態にされ、フォトセンサ３８へ
の電力の供給はＯＦＦにされる（第６の状態）。ＬＣＤモニタ２６が非表示の状態では、
「タッチ入力」がされる可能性がないのでタッチパネル３２はスタンバイ状態にされ、Ｌ
ＣＤモニタ２６の表示対象を「回転表示」させる必要がないので加速度センサ３６もスタ
ンバイ状態にされ、ＬＣＤモニタ２６（バックライト２８）の明るさを調整する必要がな
いのでフォトセンサ３８への電力の供給がＯＦＦにされる（第６の状態）。また、タッチ
パネル３２がロックされている状態では、「タッチ入力」を受け付けないのでタッチパネ
ル３２はスタンバイ状態にされるが、ＬＣＤモニタ２６には「回転表示」される表示対象
が表示される可能性があるので加速度センサ３６はアクティブ状態にされ、ＬＣＤモニタ
２６の表示の明るさを調整する必要があるのでフォトセンサ３８への電力の供給がＯＮに
される（第４の状態）。
【００９４】
　通話中であって「通話以外の機能動作」が行われる可能性がない状態（条件１１）では
、「タッチ入力」が行われる可能性がないのでタッチパネル３２はスタンバイ状態にされ
、ＬＣＤモニタ２６に「回転表示」される表示対象が表示されることがないので加速度セ
ンサ３６もスタンバイ状態にされ、ＬＣＤモニタ２６の表示の明るさを調整する必要がな
いのでフォトセンサ３８への電力の供給がＯＦＦにされる（第６の状態）。また、通話中
であって「通話以外の機能動作」が行われる可能性があって実際に「通話以外の機能動作
」が実行されている状態（条件１２）では、「タッチ入力」に備えてタッチパネル３２は
アクティブ状態にされ、仕様として「回転表示」はされないので加速度センサ３６はスタ
ンバイ状態にされ、ＬＣＤモニタ２６の表示の明るさを調整する必要があるのでフォトセ
ンサ３８への電力の供給がＯＮにされる（第２の状態）。そして、通話中であって「通話
以外の機能動作」が行われる可能性があるが実際には「通話以外の機能動作」が実行され
ていない状態（条件１３）では、「タッチ入力」に備えてタッチパネル３２はアクティブ
状態にされ、仕様として「回転表示」はされないので加速度センサ３６はスタンバイ状態
にされ、ＬＣＤモニタ２６の表示の明るさを調整する必要がないのでフォトセンサ３８へ
の電力の供給がＯＦＦにされる（第３の状態）。
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【００９５】
　また、通話中でなくて「タッチ入力」と「回転表示」の両方に対応したアプリケーショ
ンが起動されている状態（条件１４）では、「タッチ入力」に備えてタッチパネル３２は
アクティブ状態にされ、「回転表示」に備えて加速度センサ３６もアクティブ状態にされ
、ＬＣＤモニタ２６の表示の明るさを調整する必要があるのでフォトセンサ３８への電力
の供給がＯＮにされる（第１の状態）。また、通話中でなくて「タッチ入力」に対応して
いるが「回転表示」に対応していないアプリケーションが起動されている状態（条件１５
）では、「タッチ入力」に備えてタッチパネル３２はアクティブ状態にされ、「回転表示
」に備える必要がないので加速度センサ３６はスタンバイ状態にされ、ＬＣＤモニタ２６
の表示の明るさを調整する必要があるのでフォトセンサ３８への電力の供給がＯＮにされ
る（第２の状態）。そして、通話中でなくて「タッチ入力」に対応していないが「回転表
示」に対応しているアプリケーションが起動されている状態（条件１６）では、「タッチ
入力」に備える必要がないのでタッチパネル３２はスタンバイ状態にされ、「回転表示」
に備える必要があるので加速度センサ３６はアクティブ状態にされ、ＬＣＤモニタ２６の
表示の明るさを調整する必要があるのでフォトセンサ３８への電力の供給がＯＮにされる
（第４の状態）。さらに、「タッチ入力」と「回転表示」の両方に対応していないアプリ
ケーションが起動されている状態（条件１７）では、「タッチ入力」に備える必要がない
のでタッチパネル３２はスタンバイ状態にされ、「回転表示」に備える必要がないので加
速度センサ３６もスタンバイ状態にされ、ＬＣＤモニタ２６の表示の明るさを調整する必
要があるのでフォトセンサ３８への電力の供給がＯＮにされる（第５の状態）。そして、
上記以外の携帯電話機１０の状態では、「タッチ入力」に備えてタッチパネル３２はアク
ティブ状態にされ、「回転表示」に備えて加速度センサ３６もアクティブ状態にされ、Ｌ
ＣＤモニタ２６の表示の明るさの調整のためにフォトセンサ３８への電力の供給がＯＮに
される（第１の状態）。
【００９６】
　次に、図１２、図１３のフロー図を参照して、プロセッサ１２が、タッチパネル３２と
加速度センサ３６のアクティブ状態とスタンバイ状態とを切り替え、フォトセンサ３８へ
の電力の供給のＯＮ／ＯＦＦを切り替えて節電状態を操作する際の処理について説明する
。なお、プロセッサ１２は、フラッシュメモリ２０に格納されている所定のプログラムに
基づいて以下の処理を実行する。
【００９７】
　また、プロセッサ１２は、周知の技術によって、バッテリー１６の残量やイヤホンジャ
ック４４へのイヤホンの接続の有無や起動しているアプリケーションが対応している機能
などの携帯電話機１０の状態を検知することができる。
【００９８】
　なお、図１２、図１３のフロー図に示す処理は、例示するものであり、処理の順番はフ
ロー図に示すものに限定されるものではなく、処理の順番を変更しても本発明を実現でき
る場合には適宜に変更してもよい。
【００９９】
　図１２を参照して、まず、プロセッサ１２は、ステップＳ６１で、バッテリー１６の残
量が所定の量よりも少なくなっている（ローバッテリー）か否かを判断する。ステップＳ
６１でＹＥＳと判断すると、プロセッサ１２は、ステップＳ８１で、フラグＦを「第６の
状態」を示す内容に設定する。ここで、フラグＦは、たとえば、プロセッサ１２が備える
レジスタＲなどの記憶領域である。レジスタＲ（フラグＦ）は、「00000001」、「000000
10」、「00000100」、「00001000」、「00010000」、「00100000」に設定されることによ
って、「第１の状態」から「第６の状態」のいずれかの状態を記憶する。「第１の状態」
とは、レジスタＲに「00000001」が記憶されており、図１０に示したように、タッチパネ
ル３２と加速度センサ３６の両方がアクティブであって、フォトセンサ３８への電力の供
給がＯＮとなった状態である。「第２の状態」とは、レジスタＲに数値「00000010」が記
憶されており、図１０に示したように、タッチパネル３２がアクティブであり加速度セン
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サ３６がスタンバイであって、フォトセンサ３８への電力の供給がＯＮとなった状態であ
る。以下同様に、レジスタＲ（フラグＦ）に「00000100」、「00001000」、「00010000」
、「00100000」が記憶されることによって、それぞれ「第３の状態」、「第４の状態」、
「第５の状態」、「第６の状態」が示される。したがって、ステップＳ８１では、レジス
タＲ（フラグＦ）に「00100000」が記憶される。
【０１００】
　こうして、フラグＦが設定されると、ステップＳ７９で、プロセッサ１２は、フラグＦ
の設定状態に基づいて、節電状態を操作する。具体的には、フラグＦが「第６の状態」を
示しているので、プロセッサ１２は、タッチパネル制御ＩＣ３０と加速度センサ制御ＩＣ
３４の両方に対してスタンバイ信号を発信し、フォトセンサ３８への電力の供給をＯＦＦ
にする。
【０１０１】
　一方、ステップＳ６１で、ＮＯと判断すると、ステップＳ６３に進み、ＬＣＤモニタ２
６が非表示であるか否かを判断する。ステップＳ６３でＹＥＳと判断すると、ステップＳ
８１でレジスタＲに「00100000」を記憶させてフラグＦを「第６の状態」を示す内容に設
定し、さらに、ステップＳ７９でフラグＦの設定状態に基づいて、節電状態を操作する。
具体的には、フラグＦが「第６の状態」を示しているので、プロセッサ１２は、タッチパ
ネル制御ＩＣ３０と加速度センサ制御ＩＣ３４の両方に対してスタンバイ信号を発信し、
フォトセンサ３８への電力の供給をＯＦＦにする。
【０１０２】
　一方、ステップＳ６３でＮＯと判断した場合には、ステップＳ６５で、タッチパネル３
２がロックされているか否かを判断する。ステップＳ６５でＹＥＳと判断すると、ステッ
プＳ８３でレジスタＲに「00001000」を記憶させてフラグＦを「第４の状態」を示す内容
に設定し、さらに、ステップＳ７９でフラグＦの設定状態に基づいて、節電状態を操作す
る。具体的には、フラグＦが「第４の状態」を示しているので、プロセッサ１２は、タッ
チパネル制御ＩＣ３０に対してスタンバイ信号を発信し、加速度センサ制御ＩＣ３４に対
してアクティブ信号を発信し、フォトセンサ３８センサへの電力の供給をＯＮにする。
【０１０３】
　一方、ステップＳ６５でＮＯと判断すると、ステップＳ６７で、通話中であるか否かを
判断する。ステップＳ６７でＹＥＳと判断すると、次に、ステップＳ６９で、イヤホンジ
ャック４４へのイヤホンの端子の挿入、ハンズフリー機能、保留機能のいずれかが実行さ
れているか否か、つまり、通話中に「通話以外の機能動作」が行われる可能性がある状態
であるか否かを判断する。ステップＳ６９でＹＥＳと判断すると、ステップＳ７１で実際
に「通話以外の機能動作」が行われているか否かを判断する。
【０１０４】
　ステップ７１でＹＥＳと判断すると、ステップＳ７５でレジスタＲに「00000010」を記
憶させてフラグＦを「第２の状態」を示す内容に設定し、さらに、ステップＳ７９でフラ
グＦの設定状態に基づいて、節電状態を操作する。具体的には、フラグＦが「第２の状態
」を示しているので、プロセッサ１２は、タッチパネル制御ＩＣ３０に対してアクティブ
信号を発信し、加速度センサ制御ＩＣ３４に対してスタンバイ信号を発信し、フォトセン
サ３８への電力の供給をＯＮにする。ステップ７１でＮＯと判断すると、ステップＳ７３
でレジスタＲに「00000100」を記憶させてフラグＦを「第３の状態」を示す内容に設定し
、さらに、ステップＳ７９でフラグＦの設定状態に基づいて、節電状態を操作する。具体
的には、フラグＦが「第３の状態」を示しているので、プロセッサ１２は、タッチパネル
制御ＩＣ３０に対してアクティブ信号を発信し、加速度センサ制御ＩＣ３４に対してスタ
ンバイ信号を発信し、フォトセンサ３８への電力の供給をＯＦＦにする。
【０１０５】
　ステップＳ６９に戻って、ステップＳ６９でＮＯと判断すると、ステップＳ７７でレジ
スタＲに「00100000」を記憶させてフラグＦを「第６の状態」を示す内容に設定し、さら
に、ステップＳ７９でフラグＦの設定状態に基づいて、節電状態を操作する。具体的には
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、フラグＦが「第６の状態」を示しているので、プロセッサ１２は、タッチパネル制御Ｉ
Ｃ３０と加速度センサ制御ＩＣ３４の両方に対してスタンバイ信号を発信し、フォトセン
サ３８への電力の供給をＯＦＦにする。
【０１０６】
　ステップＳ６７に戻って、通話中でないと判断すると（ステップＳ６７でＮＯ）、ステ
ップＳ８５でアプリケーションが起動中であるか否かを判断する。ステップＳ８５でＹＥ
Ｓと判断すると、次に、ステップＳ８７で起動中のアプリケーションは「タッチ入力」に
対応しているか否かを判断する。ステップＳ８７でＹＥＳと判断すると、さらに、ステッ
プＳ８９で起動中のアプリケーションは「回転表示」に対応しているか否かを判断する。
ステップＳ８９でＹＥＳと判断すると、ステップＳ９１でレジスタＲに「00000001」を記
憶させてフラグＦを「第１の状態」を示す内容に設定し、さらに、ステップＳ７９でフラ
グＦの設定状態に基づいて、節電状態を操作する。具体的には、フラグＦが「第１の状態
」を示しているので、プロセッサ１２は、タッチパネル制御ＩＣ３０と加速度センサ制御
ＩＣ３４の両方に対してアクティブ信号を発信し、フォトセンサ３８への電力の供給をＯ
Ｎにする。
【０１０７】
　一方、ステップＳ８９でＮＯと判断すると、ステップＳ９３でレジスタＲに「00000010
」を記憶させてフラグＦを「第２の状態」を示す内容に設定し、さらに、ステップ７９で
フラグＦの設定状態に基づいて、節電状態を操作する。具体的には、フラグＦが「第２の
状態」を示しているので、プロセッサ１２は、タッチパネル制御ＩＣ３０にアクティブ信
号を発信し、加速度センサＩＣ３４にスタンバイ信号を発信し、フォトセンサ３８への電
力の供給をＯＮにする。
【０１０８】
　ステップＳ８７に戻って、起動中のアプリケーションが「タッチ入力」に対応していな
いと判断すると（ステップＳ８７でＮＯ）、次に、ステップ９５で起動中のアプリケーシ
ョンが「回転表示」に対応しているか否かを判断する。ステップＳ９５でＹＥＳと判断す
ると、ステップＳ９７でレジスタＲに「00001000」を記憶させてフラグＦを「第４の状態
」を示す内容に設定し、さらに、ステップ７９でフラグＦの設定状態に基づいて、節電状
態を操作する。具体的には、フラグＦが「第４の状態」を示しているので、プロセッサ１
２は、タッチパネル制御ＩＣ３０にスタンバイ信号を発信し、加速度センサＩＣ３４にア
クティブ信号を発信し、フォトセンサ３８への電力の供給をＯＮにする。
【０１０９】
　一方、ステップＳ９５でＮＯと判断すると、ステップＳ９９でレジスタＲに「00010000
」を記憶させてフラグＦを「第５の状態」を示す内容に設定し、さらに、ステップ７９で
フラグＦの設定状態に基づいて、節電状態を操作する。具体的には、フラグＦが「第５の
状態」を示しているので、プロセッサ１２は、タッチパネル制御ＩＣ３０と加速度センサ
ＩＣ３４との両方に対してスタンバイ信号を発信し、フォトセンサ３８への電力の供給を
ＯＮにする。
【０１１０】
　ステップＳ８５に戻って、アプリケーションが起動中でないと判断すると（ステップＳ
８５でＮＯ）、つまり、その他の状態であれば、ステップＳ９１でレジスタＲに「000000
01」を記憶させてフラグＦを「第１の状態」を示す内容に設定し、さらに、ステップＳ７
９でフラグＦの設定状態に基づいて、節電状態を操作する。具体的には、フラグＦが「第
１の状態」を示しているので、プロセッサ１２は、タッチパネル制御ＩＣ３０と加速度セ
ンサ制御ＩＣ３４の両方に対してアクティブ信号を発信し、フォトセンサ３８への電力の
供給をＯＮにする。
【０１１１】
　以上の説明からわかるように、第３実施例の携帯電話機１０では、携帯電話機１０の動
作状況などに応じて、外部センサであるタッチパネル３２、加速度センサ３６、およびフ
ォトセンサ３８の動作の必要性を判断し、動作の必要性がない場合には、タッチパネル３
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２および加速度センサ３６をアクティブ状態からスタンバイ状態に切り替え、また、フォ
トセンサ３８への電力の供給をＯＮからＯＦＦに切り替える。したがって、タッチパネル
３２、加速度センサ３６、および、フォトセンサ３８に無駄な電力を供給することを防止
し、バッテリー１６の電力の消費を抑えることができる。
【図面の簡単な説明】
【０１１２】
【図１】第１の発明の一実施例としての携帯電話機１０を示すブロック図である。
【図２】第１の発明の一実施例としての携帯電話機１０の概略を示す正面図である。
【図３】第１の発明の一実施例としての携帯電話機１０の節電状態を示す図解図である。
【図４】第１の発明の一実施例としての携帯電話機１０における携帯電話機１０の状態と
節電状態との関係を示す図解図である。
【図５】第１の発明の一実施例としての携帯電話機１０において、プロセッサ１２が、タ
ッチパネル３２のアクティブ状態とスタンバイ状態とを切り替える際の処理について説明
するフロー図である。
【図６】第２の発明の一実施例としての携帯電話機１０の節電状態を示す図解図である。
【図７】第２の発明の一実施例としての携帯電話機１０における携帯電話機１０の状態と
節電状態との関係を示す図解図である。
【図８】第２の発明の一実施例としての携帯電話機１０において、プロセッサ１２が、タ
ッチパネル３２と加速度センサ３６のアクティブ状態とスタンバイ状態とを切り替える際
の処理について説明するフロー図である。
【図９】図８のフロー図に続くフロー図である。
【図１０】第３の発明の一実施例としての携帯電話機１０の節電状態を示す図解図である
。
【図１１】第３の発明の一実施例としての携帯電話機１０における携帯電話機１０の状態
と節電状態との関係を示す図解図である。
【図１２】第３の発明の一実施例としての携帯電話機１０において、プロセッサ１２が、
タッチパネル３２と加速度センサ３６のアクティブ状態とスタンバイ状態とを切り替え、
フォトセンサ３８への電力の供給のＯＮ／ＯＦＦを切り替える際の処理について説明する
【図１３】図１２のフロー図に続くフロー図である。
【符号の説明】
【０１１３】
　１０　　…　携帯電話機（携帯通信端末）
　１２　　…　プロセッサ
　１４　　…　電源ＩＣ
　１６　　…　バッテリー１６
　１８　　…　ＲＡＭ
　２０　　…　フラッシュメモリ
　２２　　…　キー入力装置
　２４　　…　ＬＣＤドライバ
　２６　　…　ＬＣＤモニタ
　２８　　…　バックライト
　３０　　…　タッチパネル制御ＩＣ
　３２　　…　タッチパネル
　３４　　…　加速度センサ制御ＩＣ
　３６　　…　加速度センサ
　３８　　…　フォトセンサ
　４０　　…　マイク
　４２　　…　スピーカ
　４４　　…　イヤホンジャック
　４６　　…　無線通信回路
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　４８　　…　アンテナ
　５０　　…　ＤＴＶチューナ
　５２　　…　ＤＴＶアンテナ

【図１】 【図２】
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